




 

 Duchenne 型筋ジストロフィー症の原因は依然として不明であり種々の説が

提唱され議論が続けられている。FngeI、Hathaway の有名な実験結果より唱え

られた血管原説に対し 1974 年 Pau1son ら、1975 年 Bradley らは 133Xe クリア

ランス法により Duchenne 型筋ジストロフィー症で筋血流量(以下 MBF と略す)

を測定し対照群に比し有意差がなかったと報告し、本症の原因としての血管原

説は、現在最も有力な仮説であるとはいいかねる状態にあるといえる。しかし

昨年報告したように、133Xe クリアランス法にはいくつかの問題点があり、そ

の最大の難点として、どの組織の血流量を測定しているのかわからないことが

挙げられる。 


